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一
、
序
言

日
本
に
『
論
語
』
が
伝
わ
っ
た
時
、
す
な
わ
ち
、
応
神
天
皇
の
十
六
年
（
二
八
五
）
百
済
の
王
仁
が
『
千
字
文
』
と
『
論
語
』
を
将
来
し

た
時
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
知
何
な
る
注
釈
を
具
え
た
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
す
直
接
の
資
料
は
存
在
し
な
い
。
奈
良
・
平
安
朝
は
漢
字
文
化

を
輸
入
し
て
、
朝
廷
を
中
心
に
、
新
し
い
文
化
を
繁
栄
さ
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
知
識
人
の
聞
に
は
、
既
に
、
『
論
語
』
は
必
読
の
書

と
し
て
定
着
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
当
時
の
「
論
語
』
講
読
の
実
態
を
伝
え
る
直
接
的
資
料
が
無
い

こ
と
も
ま
た
、
事
実
で
あ
る
。
時
代
は
朝
廷
か
ら
武
士
へ
と
移
り
、
学
問
や
文
化
も
完
成
さ
れ
た
、
洗
練
さ
れ
た
も
の
が
生
み
出
さ
れ
る
鎌

倉
時
代
に
な
っ
て
、
『
論
語
』
の
写
本
も
、
今
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
遺
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
論
語
』
が
伝
わ
っ
て
か
ら
、

千
年
も
の
空
白
を
経
た
時
代
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
我
々
は
『
論
証
巴
の
姿
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
明
経
博
士
で
あ
っ
た
中

原
・
清
原
両
家
に
伝
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
残
巻
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
の
末
期
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
、
正
和
四
年
（
一
三
一

五）

・
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
と
年
代
の
確
か
な
清
原
家
の
由
緒
あ
る
写
本
が
、

・
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）

・
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）

宮
内
庁
書
陵
部
・
東
洋
文
庫
・
大
東
急
記
念
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
、
当
時
の
秘
伝
と
さ
れ
る
『
論
語
』
講
読
の
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
っ
か
い

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
『
論
証
巴
は
、
み
な
貌
の
何
曇
の
集
解
を
注
釈
と
し
て
添
え
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

一
方
、
中
国
で
は
滅
び
た
と

さ
れ
る
梁
の
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
も
、
古
く
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
が
遺
さ
れ
、
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
多
く
書
写
さ
れ

て
い
た
。
更
に
、
仏
典
な
ど
を
対
象
に
し
た
木
版
に
よ
る
開
板
印
刷
事
業
も
『
論
語
』
に
及
び
、
南
北
朝
正
平
十
九
年
（
一
三
六
四
）
に
、

初
め
て
の
外
典
開
板
が
行
わ
れ
、
『
正
平
版
論
語
集
解
』
が
世
に
現
れ
た
。
こ
の
正
平
版
は
、
清
家
本
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
伝
家

の
秘
伝
が
世
に
公
開
さ
れ
て
ゆ
く
記
念
碑
的
出
版
物
と
し
て
世
に
貴
ば
れ
、
以
後
、
数
次
覆
刻
を
繰
り
返
し
、
郷
紳
・
武
家
・
学
僧
に
受
け
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入
れ
ら
れ
た
。

こ
、
つ
し
て
、
夏
耐
一
語
』

の
受
容
は
室
町
時
代
に
至
る
ま
で
に
、
十
分
な
歴
史
と
蓄
積
を
も
っ
て
、
発
展
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
足
利
時
代

の
武
家
・
禅
家
の
学
問
の
勃
興
に
よ
っ
て
、
『
論
語
集
解
』
の
写
本
も
、
博
士
家
系
統
、
正
平
版
系
統
、
論
語
義
疏
系
統
、
な
ど
と
、
多
彩

な
様
相
を
呈
し
て
作
製
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
家
代
々
に
伝
わ
る
閉
鎖
的
な
伝
承
は
、
や
や
も
す
れ
ば
、
単
調

な
繰
り
返
し
に
陥
り
か
ね
ず
、
室
町
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
新
た
に
書
写
さ
れ
る
『
論
語
』
古
紗
本
も
稀
で
、
博
士
家
も
古

い
伝
承
に
終
始
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
ま
た
、
元
・
明
の
新
渡
来
の
テ
キ
ス
ト
も
影
響
を
与
え
、
時
勢
は
唐
本
に
よ
る
読
習
と
正
平
版

な
ど
の
転
写
と
い
う
営
為
が
専
ら
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
室
町
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
忽
然
と
現
れ
て
博
士
家
を
継
い
だ
学
者
、
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
i
一
五
五

O
）
は
、
新

し
い
解
釈
（
朱
子
学
）

や
伝
家
の
秘
本
を
も
と
に
、
自
ら
新
し
い
『
論
語
』
の
定
本
を
定
め
、
訓
読
を
定
め
、
儒
学
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ

し
、
大
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。
宣
賢
以
後
の
経
学
は
、
室
町
時
代
、
全
て
宣
賢
の
説
に
基
づ
く
と
言
う
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
と

は
言
え
、
宣
賢
の
テ
キ
ス
ト
を
伝
え
る
伝
本
も
け
し
て
多
く
は
遺
ら
ず
、
江
戸
時
代
以
降
の
林
家
の
隆
盛
に
か
き
消
さ
れ
、
遺
物
を
保
存
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
が
実
情
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
中
世
後
期
の
『
論
語
集
解
」
の
受
容
史
を
探
り
理
解
す
る
た
め
に
は
、
清
家
の
テ

キ
ス
ト
の
把
握
と
整
理
が
不
可
欠
で
、
残
依
な
が
ら
も
遺
る
も
の
を
忠
実
に
実
見
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
そ
の
宣
賢
本
の
読

習
を
伝
え
る
伝
紗
本
を
解
説
し
、
『
論
語
」
研
究
の
一
助
と
な
す
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

二
、
清
原
宣
賢
子
定
点
本

室
町
時
代
の
『
論
語
集
解
』
は
、
前
述
の
如
く
、
幾
つ
か
の
系
統
に
別
れ
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
版
本
、
正
平
版
や
、
大
陸
に
逸
し
た
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異
色
の
注
釈
書
『
論
語
義
疏
』
も
、
既
に
清
原
博
士
家
の
受
容
に
重
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
知
何
な
る
テ
キ
ス
ト
に
も
博
士
家
の

血
流
が
流
れ
て
い
る
と
も
称
し
う
る
で
は
あ
ろ
う
が
、
確
か
な
証
本
と
し
て
清
家
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
今
日
に
遺
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
室
町
の
初
期
か
ら
前
期
頃
（
十
五
世
紀
）

の
も
の
は
ほ
ぼ
皆
無
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
清
家
の
経
学
全
般
に
言

え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
学
統
は
綿
々
と
続
い
て
い
た
こ
と
も
ま
た
、
疑
う
余
地
が
な
い
。
清
家
中
興
の
祖
と
言
わ
れ

て
、
神
道
の
吉
田
｛
永
か
ら
清
原
家
を
継
い
で
、
清
家
の
経
学
を
再
ぴ
不
動
確
固
な
も
の
と
し
て
、
継
承
大
成
し
た
、
清
原
宣
賢
が
世
に
現
れ

た
の
は
、
そ
の
個
性
的
な
才
能
に
起
因
す
る
の
み
で
は
な
く
、
家
の
背
景
に
存
在
す
る
家
学
の
蓄
積
に
こ
そ
大
き
な
原
因
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

宣
賢
は
吉
田
兼
倶
の
三
男
で
、
清
原
宗
賢
の
養
子
と
な
り
、
環
翠
軒
と
号
し
た
。
ま
た
剃
髪
し
て
宗
尤
と
号
す
。

そ
の
、
官
一
賢
が
、
『
論
語
集
解
』
の
定
本
を
定
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
永
正
九
年
（
一
五
二
一
）
、
官
一
賢
三
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。
京

87-

都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
清
家
文
庫
な
ど
に
よ
れ
ば
、
「
尚
書
（
書
経
）
』
は
永
正
十
一
年
、
『
毛
詩
（
詩
経
）
』
は
永
正
九
・
十
年
、

『
春
秋
経
伝
集
解
』
は
永
正
十
二
年
、
『
孟
子
』
は
永
正
十
三
年
に
書
写
・
写
点
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、
『
論
語
』

へ
の
加
点
研
究
は
経
書
の

な
か
で
も
早
い
時
期
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
永
正
九
年
の
宣
賢
の
奥
書
を
伝
え
る
伝
本
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
伝
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
事
実
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
窓
口
小
）

室
町
末
近
世
初
期
写

伏
原
宜
保
・
宣
光
所
持
本

冊

大
阪
府
立
図
書
館
蔵
（
甲
和

5
8

永
禄
元
亀
頃
（
一
五
五
人
l
七
一
一
）
釈
梅
仙
写

特
大

五
冊

(186) 

神
宮
文
庫
蔵
（

2
u）

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
林
安
盛
写

三
冊



神
宮
文
庫
蔵
（
お
∞
）

江
戸
初
期
1
前
期
写

養
鴎
徹
定
（
一
八
一
四
1
九
一
）
手
沢

五
冊

(185) 

無
論
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
奥
書
は
宣
賢
の
自
筆
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
永
正
九
年
の
宣
賢
自
筆
の
証
本
は
、
今
と
な
っ
て
は
確
か
め
る
こ

と
は
か
な
わ
な
い
。
そ
の
ず
ば
抜
け
た
勤
勉
と
実
力
の
成
果
は
、
そ
れ
以
後
の
室
町
期
、
清
家
点
の
代
名
詞
と
も
な
っ
た
宣
賢
点
と
な
っ
て

結
実
し
、
世
の
多
く
の
篤
学
の
金
科
玉
条
と
す
る
読
み
方
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
そ
の
読
み
方
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
拙
著
「
慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究
」
（
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
一
輯
・
平

成
九
年
）
に
つ
ま
び
ら
か
で
あ
る
。
中
世
の
末
期
（
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
）
、
武
将
の
台
頭
に
よ
っ
て
郷
紳
の
学
聞
が
斜
陽

と
な
る
直
前
、
朝
鮮
よ
り
輸
入
さ
れ
た
木
活
字
印
刷
の
技
術
（
古
活
字
版
）
に
よ
っ
て
華
々
し
く
博
士
家
本
を
世
に
送
っ
た
二
十
年
ほ
ど
の

問
、
清
家
点
は
最
後
の
忠
実
な
伝
承
を
行
っ
て
、
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。
従
っ
て
、
慶
長
刊
本
に
施
さ
れ
た
墨
筆
の
訓
点
は
、
完
成
さ
れ
た
、

ま
た
、
永
正
九
年
の
加
点
本
と
の
関
係
は
明
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
は
宣
賢
自
ら
の
定
本
確
立
以
前
の
読
習
本
か
と
思
わ
れ
る
一
本
を
、

- 88-

洗
練
さ
れ
た
宣
賢
点
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
逆
に
、
そ
れ
が
中
世
最
後
の
「
読
み
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

零
本
且
つ
、
貌
の
何
曇
の
集
解
を
欠
く
本
文
だ
け
の
単
経
本
と
し
て
清
家
文
庫
に
現
存
す
る
の
で
、
先
ず
は
そ
の
書
誌
的
事
項
か
ら
解
説
を

加
え
て
い
こ
う
。三

、
清
原
宣
賢
自
筆
附
訓
本

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
貴
窓
口
∞
）

論
語
十
巻

存
巻
六
1
十

貌
何
曇
集
解
・
単
経
本

室
町
時
代
写

宣
賢
自
筆
附
訓

一
冊



薄
青
色
表
紙
（
二
十
七
×
二
十
・
三
仰
）
。
副
葉
子
に
宣
賢
の
自
筆
識
語
が
一
条
あ
る
。

子
孫
為
可
惑
文
字
読
清
濁
、

一
字
不
閥
点
之
、
同
指
声
者
也

清
三
位
入
道
宗
尤

花
押

置
字
大
略
不
読
之
、
骨
回
読
之
置
字
点
之

文
字
の
読
み
や
清
濁
の
区
別
が
不
明
に
な
ら
な
い
よ
う
に
訓
を
施
し
た
が
、
「
之
」
な
ど
の
助
字
は
読
ま
な
い
と
す
る
。
宣
賢
の
漢
文
読

み
の
指
針
を
示
し
た
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
子
孫
に
あ
て
た
言
葉
で
、
中
世
の
学
問
の
非
公
開
性
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
巻
十

の
尾
題
の
後
に
も
同
様
の
宣
賢
自
筆
識
語
が
記
さ
れ
る
。

-89-

世
俗
、
文
字
読
、
云
訓
点
、
云
字
声
、
悉
先
師
説
、
後
葉
以
此
点
井
字
声
、

可
為
証
。
為
易
読
、
不
依
俵
名
使
点
之
、
為
使
幼
童
易
解
術
也

従
三
位
入
道
清
原
朝
臣

花
押

後
世
の
も
の
は
こ
の
訓
点
を
基
準
に
せ
よ
、
と
。
従
っ
て
、
こ
こ
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
写
本
の
墨
筆
に
よ
る
返
り
点
・
送
り
仮
名
は
、

宣
賢
の
自
筆
に
よ
る
も
の
で
、

ヲ
コ
ト
点
も
或
い
は
宣
賢
の
手
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
朱
筆
に
よ
っ
て
、
濁
点
を
加
え
、
カ
ナ
の
「
ヘ
」
を

(184) 

「
エ
」
に
、
「
ハ
」
を
「
ワ
」
に
、
「
ヒ
」
を
「
イ
」
に
「
ホ
」
を
「
ヲ
」
に
、
「
ク
」
を
「
ツ
」
に
直
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。



た
だ
し
、
本
文
の
書
写
は
、
甚
だ
し
く
宣
賢
の
字
に
似
て
い
る
が
、
や
は
り
自
筆
で
は
な
く
、
周
辺
の
右
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
推

(183) 

測
さ
れ
る
。
単
辺
有
界
に
し
て
、
毎
半
葉
七
行
、
各
行
十
五
字
、
匡
郭
内
は
二
十
四
×
十
八
・
一
伯
、
界
の
幅
は
二
・
二
叩
。

首
題
は
、
「
論
語
先
進
第
十

何
曇
集
解
」
な
ど
と
題
す
。
そ
の
右
上
に
「
論
語
巻
第
六
」
な
ど
と
各
巻
ご
と
に
宣
賢
が
自
筆
で
補

っ
て
い
る
。
尾
題
は
「
論
語
巻
第
六
」
な
ど
と
。

「
船
橋
蔵
書
」
と
思
わ
れ
る
蔵
印
が
墨
抹
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
京
大
の
清
家
文
庫
に
伝
わ
っ
た
宣
賢
点
の
伝
紗
本
を
見
て
み
よ
う
。

四
、
清
原
宣
候
・
官
一
光
所
持
本

論
語
十
巻

貌
何
曇
集
解

室
町
時
代
末
i
近
世
初
期
頃
写

伏
原
宣
侠
・
宣
光
所
持
本

二
冊
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京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
窓
口
弘
）

こ
よ
り

仮
綴
。
も
と
も
と
、
紙
縫
が
入
っ
て
い
た
も
の
を
、
解
き
ほ
ぐ
し
、
後
補
の
表
紙
を
被
せ
て
仮
綴
に
し
た
も
の
。
後
補
表
紙
は
繰
色
で
、

そ
の
上
に
更
に
厚
手
の
白
色
金
泥
模
様
の
入
っ
た
紙
で
外
表
紙
と
し
て
い
る
。
標
色
表
紙
に
は
「
六
塞
喉
衿

上
（
下
）
」
と
、
白
色
表
紙

は

「
喉
衿

乾
（
坤
）
」
と
朱
書
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
表
紙
・
外
題
も
古
く
、
近
世
初
期
を
降
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
お
お
き
さ
は
、
二

十
四
・
七
×
二
十
倒
。

何
回
安
の
「
論
語
序
」
を
首
に
冠
す
。
巻
一
巻
頭
は
次
の
よ
う
に
題
す
。

「
論
語
学
而
第

凡
十
六
章

何
委
集
解
」



こ
れ
は
、
清
家
本
の
典
型
で
、
篇
名
を
巻
題
に
加
え
、
章
数
を
、
何
曇
集
解
の
四
文
字
の
上
に
挟
む
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
付
け
加

え
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
こ
の
写
本
の
底
本
と
な
っ
た
宣
賢
点
本
に
書
き
加
え
で
あ
っ
た
本
文
へ
の
書
き
入
れ
も
忠
実
に
写
し
取
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
論
語
学
而
第
こ
の
右
側
に

「
摺
本
疏
釈
文
並
無
論
語
両
字
但
古
本
有
之

論
語
巻
第
一
摺
有
」

（
摺
本
H
印
刷
本
や
注
疏
本
、
経
典
釈
文
に
は
「
論
語
」
の
二
字
が
無
く
、
古
本
に
は
あ
る
。
印
刷
本
は
別
に
「
論
語
巻
第
二
と
題
し

て
い
る
）

ま
た
、
左
側
に

「
二
字
才
元
」
（
「
論
語
」
の
二
字
は
才
リ
摺
本
に
は
無
い
）
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と
あ
り
、
「
何
委
集
解
」
の
右
側
に

「
疏
井
釈
文
此
篇
外
無
何
委
集
解
四
字
是
随
略
放

何
曇
二
字
疏
有
釈
無

四
字
摺
有
」

（
注
疏
本
や
経
典
釈
文
は
学
而
篇
以
下
に
は
「
何
曇
集
解
」
の
四
字
は
無
い
。
ま
た
、
「
何
曇
」
の
二
字
は
注
疏
本
に
は
あ
る
が
経
典
釈
文

に
は
無
い
。
摺
本
に
は
「
何
回
安
集
解
」
の
四
字
が
あ
る
）

と
、
他
本
と
の
校
勘
を
記
す
の
で
あ
る
。
無
論
、
校
勘
は
何
度
と
な
く
行
わ
れ
、
同
じ
摺
本
と
言
っ
て
も
幾
種
類
も
指
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
底
本
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
い
う
証
拠
に
、
書
写
者
は
こ
の
書
き
入
れ
を
写
し
た
後
に
、
罫
線
を
引
い
て
い
る
の
が
見
て

(182) 

と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
書
き
入
れ
は
、
官
一
賢
本
を
転
写
し
た
テ
キ
ス
ト
に
は
等
し
く
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。



書
式
は
、
単
辺
有
界
毎
半
葉
七
行
毎
行
十
四
字
、
注
小
字
双
行
、
匡
郭
内
二
十
×
十
六
仰
、
界
の
幅
は
二
・
三
叩
。
全
巻
一
筆
で
、
墨
の

(181) 

訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
）
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
、
み
な
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
尾
題
は
「
論
語
巻
第
こ
な
ど
と

記
し
、
そ
の
下
に
「
経
一
千
四
百
七
十
字
／
註
一
千
五
百
一
十
五
字
」
と
経
注
字
数
を
加
え
る
。

も
と
お
く
が
き

宣
賢
の
本
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

巻
一
末

永
正
九
年
正
月
十
五
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

叫
H
H
U

止
十

-92-

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雄
令
校
合
共
以
不
一
挨
愛

唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
旦
古
本
之
林
今
非

可
改
易
の
脇
注
之
両
存
罵
就
家
説
於
無
害
之
文
字
者
以
朱
消
之

是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
本
如
此
後
来
以
此
本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢

巻
二
末

永
正
九
年
正
月
二
十
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

判

巻
三
末



永
正
九
年
正
月
二
十
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

叶
HH14

半
十

巻
四
末

永
正
九
年
正
月
二
十
九
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

叶
H
H
リ

半
す

白
旦
思
貝

巻
五
末

永
正
九
年
正
月
三
十
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
両
点
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
U
 

半
十

司、doフ

巻
七
末

永
正
九
年
二
月
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
d
 

卑
す

巻
八
末

永
正
九
年
二
月
六
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
点
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
J
V
 

車
十

申
旦
眠
員

(180) 

巻
九
末



永
正
九
年
二
月
七
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
U
 

必
十

(179) 

巻
十
末

此
書
文
増
減
字
異
同
多
本
共
以
不
一
同
以
唐
本
欲
決
之

未
求
得
之
専
以
当
家
古
本
取
準
的
書
写
之
卒
終

朱
墨
功
詑

永
正
九
年
二
月
九
日

少
納
言
清
原
朝
臣

日
H
川場

車
十

一
授
愛
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
旦
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文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雄
令
校
合
共
以
不

古
本
之
鉢
法
今
非
可
改
易
の
脇
注
之
両
存
駕
就
家

説
於
無
害
之
文
字
者
以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙

家
如
此
類
有
之
後
来
以
此
本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢

申
旦
臨
頁

以
上
は
す
べ
て
本
文
同
筆
で
あ
る
が
、
巻
十
の
奥
書
は
異
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
識
語
の
内
容
を
も
っ
て
、
官
一
賢
の
手
写
手
定
の
状
況



が
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
降
っ
て
、
清
原
（
伏
原
）
宜
保
（
一
七
二

0
1
一
七
九
一
）
、
そ
の
子
宣
光
（
一
七
五

0
1
一
八
一
八
）
の
識
語
が

後
表
紙
見
返
し
に
あ
る
。

正
二
位
清
原
宣
篠

正
二
位
清
原
宣
光

当
家
古
本
代
々
以
此
家
本
御
読
書
之
時

朱
墨
之
点
可
然
云
々
他
覧
他
借
堅
用

捨
之
事

宣
保
父
子
は
江
戸
後
期
の
明
経
博
士
で
、
近
世
初
期
に
清
原
｛
永
か
ら
分
か
れ
た
舟
橋
庶
流
の
伏
原
家
の
系
統
。
そ
の
旧
蔵
を
示
す
蔵
印
、

「
天
師
明
経
儒
」
「
伏
原
」
（
陰
刻
）
「
宣
／
光
」
の
諸
印
が
あ
る
。

次
に
、
同
じ
く
永
正
九
年
の
宣
賢
点
本
を
釈
梅
仙
が
移
写
し
た
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

五
、
釈
梅
仙
束
通
書
写
本

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
（
甲
和

5
8

論
語
十
巻

永
禄
1
元
亀
年
間
（
一
五
五
八
1
七
一
一
）
釈
梅
仙
写

特
大
五
冊

貌
何
委
集
解

，、JQ
ノ(178) 



古
丹
表
紙
。
三
十
四
・
二
一
×
二
十
四
・
五
仰
の
厚
手
の
丹
色
の
表
紙
は
、
室
町
期
を
降
ら
ぬ
特
色
あ
る
も
の
で
、
京
都
五
山
の
禅
僧
に
よ

る
装
訂
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
民
族
博
物
館
所
蔵
の
上
杉
家
旧
蔵
宋
刊
三
史
（
『
史
記
』
『
漢
書
』
『
後
漢
書
』

H
国
宝
指
定
）

は
妙
心
寺
の
禅
僧
・
南
化
玄
興
（
一
五
三
八
i
一
六

O
四）

の
手
沢
本
で
あ
る
が
、
本
書
は
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
表
紙
で
あ
る
。
金
砂
を
散

ら
し
た
艶
だ
し
の
雁
皮
紙
を
用
い
た
題
築
に
「
論
語
一
之
二
」
な
ど
と
墨
書
す
る
。
こ
の
装
訂
と
い
い
、
料
紙
の
厚
手
鳥
の
子
と
い
い
、
特

別
に
説
え
た
書
写
材
料
を
も
と
に
、
豪
華
な
定
本
に
仕
立
て
た
テ
キ
ス
ト
で
、
講
読
の
た
め
と
い
う
よ
り
は
、
宝
物
と
し
て
の
書
写
本
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。

貌
・
何
回
安
の
「
論
語
序
」
を
冠
し
、
巻
頭
は
、

「
論
語
学
而
第

凡
十
六
章

何
回
安
集
解
」
と
題
し
、
京
大
・
宣
候
所
持
本
と
全
く
同
じ
形
式
で
あ
る
。
尾
題
も
京
大
本
と
同
じ

く
、
「
論
語
巻
第
こ
と
し
て
経
注
字
数
を
添
え
る
。
書
式
は
、
単
辺
の
墨
界
に
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
で
書
写
し
、
匡
郭
内
は
二
十

四
・
四
×
十
八
・
五
倒
。
本
文
・
注
と
も
に
全
巻
一
筆
で
、
加
え
ら
れ
た
墨
の
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
）

や
朱
の
ヲ
コ

ト
点
も
同
様
の
一
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
永
正
九
・
十
七
年
の
宣
賢
の
奥
書
を
移
写
し
て
い
る
手
も
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
各
冊
の
末
に
「
梅

仙
史
書
之
」
（
「
東
／
遁
」
の
朱
印
あ
り
）
と
識
語
が
あ
り
、
こ
れ
も
本
文
と
同
筆
と
見
て
誤
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
本
書
は
、
釈

梅
仙
が
宣
賢
本
の
本
文
訓
点
の
全
て
を
忠
実
に
写
し
取
っ
た
写
本
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
京
大
本
に
写
し
取
ら
れ
で
あ
る
欄

外
の
補
注
や
校
勘
は
無
く
、
よ
り
、
見
た
目
美
し
い
定
本
を
目
指
し
て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

書
写
字
様
は
、
京
大
本
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
の
は
注
目
す
る
べ
き
で
、
こ
の
時
代
の
書
写
者
に
共
通
す
る
筆
づ
か
い
の
特
色
を
示
し

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
宣
賢
以
後
の
、
清
家
本
の
写
し
に
は
こ
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
京
大
本
と
こ
の
梅
仙
本
は
か
な
り
近
し
い
関
係
に
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あ
り
、
兄
弟
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
梅
仙
束
通
は
慶
長
十
三
年
（
一
六

O
八
）
に
八
十
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
官
一
賢
の
元
奥
書
の
永
正
十
七
年
（
一
五
二

O
）

以
後
、
更
に
宣
賢
が
没
し
た
天
文
十
九
年
（
一
五
五

O
）
の
後
に
書
写
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
な
ら
ば
、

一
五
五

0
1
一
六

O
八
年

の
聞
に
そ
の
時
期
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
梅
仙
の
経
歴
を
鑑
み
る
に
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
建
仁
寺
二
百
九
十
一
世

と
な
っ
て
両
足
院
に
住
し
、
没
す
る
ま
で
庵
に
坐
し
て
い
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
に
両
足
院
に
て
書
写
し
た
寺
物
で
あ
れ
ば
、
寺
外
流

出
も
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
に
し
て
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
更
に
推
す
な
ら
ば
、
本
書
の
書
写
年
時
は
、
永
禄
元
亀
か
天
正
の
極
初
期
か
に
当

て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
木
田
章
義
氏
の
影
印
本
両
足
院
蔵
「
林
宗
二
・
林
宗
和
自
筆
毛
詩
抄
」

解
説
（
臨
川
書
店
・
平
成
十
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
梅
仙
は
次
掲
林
宗
二
の
男
に
あ
た
り
、
官
一
賢
点
本
を
忠
実
に
伝
え
る
環
境
に
あ
っ
た
。
こ

れ
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

司

IOノ

一
四
七
五
年
（
文
明
七
）

宣
賢
生
ま
れ
る

長
享
・
延
徳
・
明
応
・
文
亀

一
五
一
一
一
年
（
永
正
九
）

宣
賢
「
論
語
』
を
点
校
す
（
三
十
八
歳
）

一
五
二

O
年
（
永
正
十
七
）
官
一
賢
『
論
語
』
を
再
校
す
（
四
十
六
歳
）

大
永

一
五
二
九
年
（
享
禄
二
）

釈
梅
仙
生
ま
れ
る

(176) 

一
五
五

O
年
（
天
文
十
九
）
宣
賢
没
す
る
（
七
十
六
歳
）



弘
治
・
永
禄
・
元
亀

一
五
七
七
年
（
天
正
五
）

釈
梅
仙
建
仁
寺
二
百
九
十
一
世
と
な
る
、
両
足
院
に
住
す
（
四
十
九
歳
）

文
禄

一
六

O
八
年
（
慶
長
十
三
）
釈
梅
仙
没
す
（
八
十
歳
）

各
巻
末
に
写
さ
れ
た
宣
賢
の
本
奥
書
は
、
京
大
本
と
比
較
す
る
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
が
、
や
や
省
略
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

巻
一
末

永
正
九
年
正
月
十
五
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
U
 

主
E

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢

巻
二
末

京
大
本
に
同
じ

巻
三
末

京
大
本
に
同
じ

巻
四
末

永
正
九
年
二
十
九
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

(175) -98-



少
納
言
清
原
朝
臣

巻
五
末

京
大
本
に
同
じ

巻
六
末

永
正
九
年
二
月
三
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

巻
七
末

京
大
本
に
同
じ

巻
八
末

京
大
本
に
同
じ

巻
九
末

京
大
本
に
同
じ

巻
十
末

此
書
文
増
減
字
異
同
多
本
以
不
一
同
以
唐
本
欲
決
之

未
求
得
之
専
以
当
家
古
本
取
準
的
書
写
之
卒
終
朱

墨
功
詑

永
正
九
年
二
月
九
日

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
1
4
 

半
T

d
H
H
J
 

虫
十

-99-

半
寸

(174) 



(173) 

と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
、
二
文
字
の
違
い
で
あ
っ
て
、
違
い
に
怒
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
、
神
宮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
宣
賢
点
の
移
点
本
を
見
て
み
よ
う
。

六
、
大
永
三
年
林
安
盛
移
点
本

神
宮
文
庫
蔵
（

U
Z）

論
語
十
巻

貌
何
曇
集
解

室
町
後
期
写

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
林
安
盛
移
点
宣
賢
校
合
本

三
冊

薄
青
色
改
装
表
紙
。
二
十
五
・
五
×
十
九
・
二
叩
。
裏
打
ち
を
施
し
た
室
町
期
の
原
題
築
を
貼
る
。
「
魯
論
一
之
四
（
五
之
七
・
八
之
十
）
」

-100-

と
墨
書
。
こ
の
筆
蹟
は
、
前
掲
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
・
釈
梅
仙
書
写
本
の
題
築
と
全
く
同
じ
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
本
文
書
写

の
料
紙
は
、
厚
手
の
格
紙
で
や
や
黄
味
が
か
っ
て
い
る
。
そ
の
料
紙
に
、
辺
や
界
の
無
い
書
式
で
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
に
書
写
す
る
。

字
面
の
高
さ
は
約
十
九

m
。
何
回
安
の
序
か
ら
本
文
、
注
に
亘
っ
て
全
て
一
筆
の
書
写
で
、
字
様
の
右
上
が
り
、
軟
ら
か
い
筆
づ
か
い
は
、
官
一

候
所
持
本
や
梅
仙
書
写
本
に
そ
の
特
徴
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
し
て
、
墨
筆
の
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
声
点
・
音

注
・
校
注
）
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
は
、
本
文
と
は
対
称
的
で
右
下
が
り
、
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
宣
候
所
持
本
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
忠
実
に
宣
賢
点
の
校
異
や
補
注
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
序
・
巻
一
巻
頭
の
題
は
、
宣
候
所
持
本
と
全
く
同
じ
で
、
そ
の
巻
頭
「
論
語
学
而
第
こ
の
右
側
に
、

「
摺
本
疏
釈
文
並
無
論
語
両
字
但
古
本
有
之



論
語
巻
第
一
才
有
」

ま
た
、
左
側
に

「
二
字
才
元
」

と
あ
り
、
「
何
曇
集
解
」
の
右
側
に

「
疏
井
釈
文
此
篇
外
無
何
曇
集
解
四
字
是
随
略
胃

何
曇
二
字
疏
有
釈
無

四
字
摺
本
有
」

な
ど
と
宣
賢
本
の
校
異
を
移
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
校
点
移
写
は
、
本
文
全
体
を
引
き
比
べ
る
と
、
宣
候
所
持
本
と

瓜
二
つ
で
あ
る
こ
と
に
気
が
付
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
官
一
賢
の
本
奥
書
も
宣
候
所
持
本
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
、

事
実
、
そ
う
な
っ
て
い
る
。
こ
の
奥
書
の
筆
蹟
も
、
訓
点
や
校
異
の
童
聞
き
入
れ
と
同
筆
で
あ
る
。
や
や
小
異
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
全
文
を

記
す
。
改
行
そ
の
他
は
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

巻
一
末

永
正
九
年
正
月
十
五
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
Hリ

血
十

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
難
令
校
合
共
以
不
一
挨
愛

唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
日
一
古
本
之
鉢
今

非
可
改
易
の
脇
注
之
両
存
罵
就
家
説
於
無
害
之
文
字
者

-101-(172) 



以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
本
如
此
後
来
以
此
本
可

(171) 

為
証
者
乎

申
旦
臥
貝

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢

巻
二
末

永
正
九
年
正
月
二
十
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

日
HH14

半
十

巻
三
末

永
正
九
年
正
月
二
十
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

-102-

。
旦
思
頁

少
納
言
清
原
朝
臣

リ
H
H＃

半
ず

巻
四
末

永
正
九
年
正
月
二
十
九
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
朱
点
墨
点
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

リ
HH14

半
十

中
旦
腎
（

巻
六
末



永
正
九
年
二
月
三
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

巻
七
末

永
正
九
年
二
月
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

申
旦
毘
頁

巻
八
末

永
正
九
年
二
月
六
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
点
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

官
一
思
頁

巻
九
末

永
正
九
年
二
月
七
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

出
旦
腎
只

H
H
Hリ

主
1

H
H
H
U
 

半
す判

-103-

叫
H
H
U

半
す

(170) 



巻
十
末

此
書
文
増
減
字
異
同
多
本
共
以
不
一
同
以
唐
本
欲
決
之
未

求
得
之
専
以
当
家
古
本
取
準
的
書
写
之
卒
終
朱
墨

功
詑永

正
九
年
二
月
九
日

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
1
4
 

半
十

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雄
令
校
合
共
以
不

一
挨
愛
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
旦
古

本
之
駄
法
今
非
可
改
易
の
脇
注
之
両
存
罵
就
家
説
於
無

害
之
文
字
者
以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
本
如
此

類
有
之
後
来
以
此
本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢

申
旦
臨
貝

大
永
三
年
十
月
三
日
始
業

同
十
一
月
十
三
日
子
刻
加
朱
墨
了
一
宇
一
点
不
可
相
違
以
奥
書
信
之林

安
盛

(169) -104-

H
H
H
J
 

申
す



最
後
の
大
永
三
年
の
奥
書
に
、
林
安
盛
（
宗
二
・
一
四
九
八
1
一
五
八
一
）

の
名
が
見
え
る
が
、
こ
の
写
本
の
、
本
奥
書
を
含
め
た
全
体

の
書
き
入
れ
は
、
林
宗
二
の
筆
蹟
に
よ
く
似
る
が
、
林
宗
二
が
宣
賢
点
本
を
移
写
し
た
も
の
を
更
に
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

林
宗
二
は
明
応
七
年
の
生
、
天
正
九
年
の
没
で
、
宣
賢
（
文
明
七
年
1
天
文
一
九
年
）

よ
り
二
十
歳
ほ
ど
若
い
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
、

清
家
の
学
問
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
学
者
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
宣
賢
点
『
論
語
集
解
」
は
転
写
を
経
て
三
代
の
伝
紗
を
証
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

七
、
養
麟
徹
定
手
沢
本

論
語
十
巻

貌
何
委
集
解

江
戸
初
期
i
前
期
写

養
鴎
徹
定
（
一
八
一
四
1
九
一
）
手
沢

五
冊

-105-

神
宮
文
庫
蔵
（
お
∞
）

標
色
表
紙
二
十
六
・
二
マ
〈
二
十
・
三

ω。
こ
の
表
紙
は
江
戸
期
の
も
の
で
、
「
論
語

自
一
至
二
」
な
ど
と
白
色
で
外
題
を
記
す
。
扉
に

「
、
水
正
十
七
年
清
原
宣
賢
写
本
／
古
注
論
語
／
至
明
治
二
十
三
年
相
距
／
三
百
七
十
一
年

全
五
冊
」
と
朱
書
の
付
築
が
あ
る
。
首
に
、
何

曇
の
「
論
語
序
」
を
冠
し
、
巻
頭
は
、

「
論
語
学
而
第

何
曇
集
解
」

と
題
し
、
「
凡
十
六
章
」
と
い
う
章
数
が
無
い
。
清
家
本
に
は
常
備
の
章
数
が
欠
け
て
い
る
が
、
こ
の
写
本
は
や
や
そ
う
し
た
厳
格
性
の
緩

い
も
の
で
、
こ
の
こ
と
が
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
本
文
初
行
の
、
「
子
日
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
」
と
「
説
」

(168) 



で
「
ヨ
ロ
コ
ブ
」
と
読
む
清
家
本
の
格
式
を
受
け
継
い
で
い
る
。
た
だ
、
第
一
篇
1
第
七
篇
、
第
十
七
篇
に
章
数
を
欠
き
、
そ
の
他
の
篇
に

(167) 

は
章
数
を
添
え
て
い
る
。

ま
た
、
「
論
語
先
進
第
十

鄭
二
十
二
章
／
皇
二
十
四
章

何
回
安
集
解
」
の
「
論
語
」
の
左
に
「
二
字
才
元
」
、
右
に
「
論
語
巻
第
六
才

有
」
、
「
鄭
二
十
二
章
」
の
右
に
「
才
元
」
、
「
何
曇
集
解
」
の
右
に
「
四
字
才
有
」
な
ど
と
す
る
校
異
は
全
冊
を
貫
い
て
い
る
。

本
文
の
書
写
は
一
筆
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
墨
筆
（
薄
墨
）
に
よ
る
校
異
や
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
）
、
朱

筆
の
ヲ
コ
ト
点
・
傍
点
は
本
文
と
は
別
筆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
の
筆
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
文
の
書
式
は
、
辺
・
界
は
無
く
、
毎
半
葉
七
行
に
毎
行
十
四
字
で
記
す
。
字
面
の
高
さ
は
、
約
十
九

ω。
料
紙
は
厚
手
の
格
紙
で
、
や

や
白
み
を
帯
び
る
。
字
様
は
、
梅
仙
書
写
本
な
ど
と
類
似
の
も
の
で
、
こ
の
時
代
の
清
家
本
の
転
写
の
特
色
を
有
し
て
い
る
。
尾
題
は
、

各
巻
末
に
、
訓
点
書
き
入
れ
と
同
筆
に
て
、
官
一
賢
の
本
奥
書
を
次
の
様
に
記
す
。
基
本
的
に
宣
候
所
持
本
な
ど
と
同
様
で
あ
る
が
、
省
略

-106-

「
論
語
巻
第
ご
な
ど
と
し
て
、
官
一
候
所
持
本
と
同
様
に
、
そ
の
尾
題
の
下
に
経
注
字
数
を
加
え
る
（
巻
十
は
尾
題
・
経
注
字
数
を
欠
く
）
。

あ
り
、
各
文
に
若
干
の
違
い
を
有
し
、
改
行
な
ど
そ
の
ま
ま
に
翻
刻
し
よ
う
。

巻
一
末

永
正
九
年
正
月
十
五
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
U
 

半
十

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雄
令
校
合
共
以
不
一
挨
愛

唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
但
古
本
之
淋
今



非
可
改
易
の
脇
注
之
両
存
罵
就
家
説
於
無
害
之
文
字
者
以
朱

消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
本
如
此
後
来
以
此
本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢

巻
二
末

永
正
九
年
正
月
二
十
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

叫
H
Hリ

半
十

（
巻
四
1
六
は
な
し
）

巻
七
末

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
U
 

主
1

-107-

永
正
九
年
二
月
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
詑

巻
八
末

永
正
九
年
二
月
六
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
点
詑

少
納
言
清
原
朝
臣

H
H
H
4
 

車
十

（
巻
九
は
な
し
）

巻
十
末

此
書
文
増
減
字
異
同
多
本
共
以
不
一
同
以
唐
本
欲
決
之
未
求

(166) 

得
之
専
以
当
家
古
本
取
準
的
書
写
之
卒
終
朱
墨
功
詑



永
正
九
年
二
月
九
日

少
納
言
清
原
朝
臣

叶
H
H
1
4

半
十

(165) 

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
難
令
校
合
共
以
不

授
愛
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
但
古
本

之
駄
法
今
非
可
改
易
の
脇
注
之
両
存
罵
就
家
説
於
無
害
之

文
字
者
以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
如
此
類
有
之

後
来
以
此
本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日

給
事
中
清
原
宣
賢
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宣
賢
本
の
移
写
本
で
あ
る
こ
と
は
、
従
っ
て
疑
い
を
入
れ
な
い
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
次
第
に
博
士
家
の
権
威
も
新
た
な
学
団
に
圧
倒

さ
れ
、
林
家
を
中
心
と
し
た
『
四
書
集
注
』
の
時
代
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
命
運
の
も
と
に
、
官
一
賢
本
の
移
点
本
も
、

簡
略
化
さ
れ
た
受
容
を
辿
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
実
情
を
こ
の
伝
本
は
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

巻
十
の
本
奥
書
の
最
後
に
、
「
欽
賞
」
と
墨
書
が
あ
り
、
下
に
「
古
経
／
堂
、
王
」
「
徹
／
定
」
（
陰
刻
）

の
印
記
を
捺
す
。
す
な
わ
ち
、

養
鶴
徹
定
（
一
八
一
四
i
九

二

の
旧
蔵
を
示
し
て
い
る
。
「
欽
賞
」
の
墨
書
が
、
本
奥
書
の
筆
蹟
と
よ
く
似
て
い
る
の
は
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
を
幕
末
の
写
本
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
養
鶴
徹
定
は
あ
く
ま
で
も
旧
蔵
者
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
養
鴎
氏
は
、
知
恩
院
住
職
な
ど
を
歴
任
し
た
浄
土
宗
管
長
。
ま
た
、
「
秋
月
春
風
／
楼
磯
氏
印
」
（
磯
淳
）
、
「
江
藤
文
庫
」
「
興
聖
寺

公
用
」
（
京
都
宇
治
の
曹
洞
宗
永
平
寺
派
の
寺
院
）

の
蔵
印
が
あ
る
。



八
、
結
語

以
上
、
五
本
が
、
清
原
宣
賢
手
定
本
の
原
貌
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
伝
紗
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
元
と
な
っ
て
、
次
代
に
、
宣

賢
の
点
本
を
忠
実
に
受
け
継
ぐ
、
孫
の
清
原
枝
賢
（
一
五
二
0
1
一
五
九

O
）
、
子
の
吉
田
兼
右
（
一
五
一
六
1
一
五
七
三
）
、
兼
右
の
子
、

党
舜
（
一
五
五
三
1
一
六
三
二
）
ら
が
点
本
を
作
り
、

一
群
の
写
本
の
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
解
説
し
た
も
の
を
、

宣
賢
系
の
第
一
次
伝
紗
本
と
す
れ
ば
、
枝
賢
系
の
グ
ル
ー
プ
を
第
二
次
伝
紗
本
と
し
て
区
別
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

中
世
期
の
、
模
倣
性
濃
厚
な
伝
承
形
態
を
感
得
し
、
近
世
の
『
論
語
』
訓
読
の
基
盤
を
形
成
し
た
宣
賢
点
の
実
態
を
知
る
上
で
、
引
い
て
は
、

『
論
語
』
受
容
史
・
日
本
儒
学
史
研
究
の
上
で
、
こ
れ
ら
の
伝
紗
本
の
存
在
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
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あ
る
。

(164) 


